
 

 

 

 

 

 

  

 ＜００１＞－Ｆｉｂｅｒを考える 

 

 

 

 

 

 

 

 若し、＜００１＞－Ｆｉｂｅｒ以外がすべてｒａｎｄｏｍ方位の場合 

 ｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝極点図からＯＤＦ解析した結果と 

 ｛２００｝極点図のみから計算したＯＤＦ解析結果は同一 

 

 更に、Ｆｉｂｅｒであれば、極点図は、β範囲は０－＞５度の範囲で十分である。 

 

 ＯＤＦ解析せずに、｛２００｝極点図の反射法極点図から、ＮＤＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ解析で 

 ＯＤＦの VolumeFraction と大小関係が相関する解析結果も得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１６年０７月０９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

＜００１＞－Ｆｉｂｅｒは、材料表面法線と結晶軸＜００１＞が一致し、圧延方向がｒａｎｄｏｍ状態を 

言うが、このような状態評価として、ODF解析を行い、VolumeFraction定量が考えられる。 

｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝３面のＯＤＦ結果と 

｛２００｝極点図１面のＯＤＦ結果を評価する。 

しかし、若し、＜００１＞－Ｆｉｂｅｒ以外はｒａｎｄｏｍ状態なら、ＯＤＦ解析以外でも評価可能と 

考え、以下の評価を行って見ました。 

 

考えられる状態 

 ＜００１＞－ＦｉｂｅｒのＮＤ方向への集積度を考えれば良いことになります。 

  

比較 

 ｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝極点図のＯＤＦ結果 

 ｛２００｝極点図のＯＤＦ結果 

 ＜００１＞－Ｆｉｂｅｒの広がり１０ｄｅｇとｒａｎｄｏｍの比率が２０％と８０％の比較 

 ＜００１＞－Ｆｉｂｅｒの広がりを１０ｄｅｇと３０ｄｅｇ比較、比率は８０％で 

 を評価してみます。 

 

NDOrientationソフトウエアは、配向関数の ND方向のみを計算するソフトウエアですが、 

Cubic以外の結晶系を計算します。   

今回、極点図の中心から４５度位の範囲データを使い４５度より外側データは外挿して完全極点図として 

計算を行って見ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０％－１０ｄｅｇ 

｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝極点図のＯＤＦ結果 

 

 

 

 

 



｛２００｝－Ｏｎｌｙの ODF結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８０％－１０ｄｅｇ 

｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝極点図のＯＤＦ結果 

 

 

 

 

 

 



｛２００｝－Ｏｎｌｙの ODF解析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８０％－３０ｄｅｇ 

｛１１０｝、｛２００｝、｛２１１｝極点図のＯＤＦ結果 

 

 

 

 

 

 



｛２００｝－Ｏｎｌｙの ODF解析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図 

 上段 広がり１０ｄｅｇで、ＶＦ２０％ 

 中段 広がり１０ｄｅｇで、ＶＦ８０％ 

 下段 広がり３０ｄｅｇで、ＶＦ８０％ 

  

 

｛００２｝極点図＝｛２００｝極点図 

 

 

 

 

 

 



２０％－１０ｄｅｇと８０％－１０ｄｅｇの比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８０％－１０ｄｅｇと８０％－３０ｄｅｇの比較 

 

 

 

 

まとめ 

 ＜００１＞－Ｆｉｂｅｒ以外がｒａｎｄｏｍであれば、 

 ｛２００｝反射極点図のみで、＜００１＞－ＦｉｂｅｒのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎが得られます。 

 更に、２方向のＥｕｌｅｒ角度の広がりが同一であれば、 

 ｛２００｝反射極点図から、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎとある程度相関の結果も得られます。 


